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し
、
子
育
て
世
帯
の
更
な
る
負

担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

◆�

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

の
支
援

　
奨
学
金
貸
付
事
業
な
ど
に
よ

り
、
学
生
や
保
護
者
の
修
学
上

の
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
き

た
ほ
か
、
令
和
４
年
度
に
は
、

「
子
ど
も
の
未
来
応
援
奨
学
金
」

を
創
設
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
内
の
教
育
機
関
に
つ
い
て
、

育
英
館
大
学
は
、
道
北
の
少
な

い
高
等
教
育
機
関
の
一
つ
で
あ

り
、
Ｄ
Ｘ
の
進
展
が
顕
著
な
現

在
の
社
会
情
勢
の
中
で
、
求
め

ら
れ
る
役
割
は
、
今
後
ま
す
ま

す
大
き
く
な
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
稚
内
大
谷
高
等
学
校

は
、
こ
れ
ま
で
学
生
の「
土
木

施
工
管
理
技
士
補
」や「
電
気
工

事
士
」の
資
格
取
得
に
取
り
組

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
令

和
６
年
度
か
ら
は
、
対
象
と
な

る
資
格
に「
測
量
士
補
」を
加
え

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
、
地
元
で
の
就
職
の
後
押

し
を
す
る
た
め
、
育
英
館
大
学

２
月
２6
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
市
議
会
定
例
会
で
は
、
工
藤
市
長
の
市
政
執
行
方
針
演
説
や
一
般
行
政

報
告
を
行
っ
た
ほ
か
、
3
月
補
正
予
算
及
び
新
年
度
当
初
予
算
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
内
容
は
一
部
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
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明
る
い
未
来
の
実
現
に
向
か
っ
て

　
は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
、「
人
口
減
少
」、

「
人
材
確
保
」、「
地
域
医
療
」の

課
題
を
そ
れ
ぞ
れ
克
服
す
る
た

め
、
３
人
の
対
策
監
を
配
置
し

て
対
応
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
取
組
は
、

今
後
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、

令
和
６
年
度
は
、
い
よ
い
よ
市

役
所
新
庁
舎
本
体
の
工
事
が
目

に
見
え
る
形
で
進
み
、
秋
に
は

庁
舎
の
外
観
が
見
え
て
く
る
年

で
も
あ
り
、
時
代
の
要
請
で
も

あ
る「
Ｄ
Ｘ
」や「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
」の
推
進
に
も
、
さ
ら
に
重

点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

①�

子
ど
も
・
若
者
の
夢
を
育
み
、

次
代
を
担
う
ひ
と
づ
く
り

◆�

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減

昨
年
、
４
期
目
の
任
期
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
お
示
し
し
た

「
５
つ
の
ゼ
ロ
」の
中
で
は
、
新

た
に「
子
育
て
の
負
担
ゼ
ロ
を

目
指
し
、
全
て
の
子
育
て
世
帯

の
給
食
費
を
半
減
す
る
こ
と
」

を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
約
束

し
ま
し
た
。

現
在
、
小
中
学
生
を
持
つ
世

帯
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
学

校
給
食
費
の
負
担
軽
減
を
、
令

和
６
年
度
は
、
幼
稚
園
・
保
育

所
に
通
う
３
歳
か
ら
５
歳
の
お

子
さ
ん
を
持
つ
世
帯
ま
で
拡
大

と
稚
内
大
谷
高
等
学
校
へ
の
支

援
を
継
続
し
ま
す
。

②�

安
ら
ぎ
の
空
間
に
笑
顔
あ
ふ

れ
る
基
盤
づ
く
り

◆
稚
内
空
港　

　
全
国
的
に
、
昨
年
以
上
に
高

ま
っ
て
い
る
観
光
需
要
を
的
確

に
捉
え
、
令
和
６
年
度
も
、
運

航
会
社
と
連
携
し
な
が
ら
、
就

航
路
線
の
強
化
・
拡
充
の
働
き

か
け
を
含
め
、
利
用
促
進
に
努

め
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
未
着
手
の
空
港
ビ
ル
の
建

て
替
え
に
つ
い
て
も
、
運
営
会

社
の
様
々
な
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
、
連
携
を
図
り
ま
す
。

◆
Ｊ
Ｒ
宗
谷
本
線

　
Ｊ
Ｒ
宗
谷
本
線
は
、
国
土
軸

を
形
成
す
る
重
要
な
幹
線
交
通

網
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
運
営

主
体
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
も

ち
ろ
ん
、
国
や
北
海
道
、
沿
線

自
治
体
と
連
携
し
、
物
流
で
の

活
用
へ
の
働
き
か
け
も
含
め
、

観
光
列
車
に
よ
る
利
用
促
進
な

ど
を
図
り
、
線
区
の
維
持
存
続

に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
検

討
し
ま
す
。

◆
道
路
整
備

　
国
道
４０
号
の
高
規
格
化
に
関

し
て
は
、
稚
内
ー
名
寄
間
の
一

日
も
早
い
全
面
高
速
化
を
目
標

に
、
沿
線
自
治
体
と
と
も
に
、

そ
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
稚
内
空
港
や
稚
内
港

の
高
度
利
用
に
資
す
る
道
路
整

備
の
方
向
性
に
つ
い
て
も
、
地

元
経
済
界
と
連
携
し
な
が
ら
検

討
を
進
め
ま
す
。

　
市
道
に
つ
い
て
は
、
車
両
交

通
量
の
適
正
化
や
防
災
な
ど
の

観
点
か
ら
、
副
港
通
り
の
整
備

や
そ
の
他
生
活
道
路
の
整
備
を

進
め
、
安
全
性
と
利
便
性
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

◆
稚
内
港

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

ポ
ー
ト
形
成
に
向
け
た「
脱
炭

素
化
推
進
計
画
」の
策
定
を
進

め
、
稚
内
港
に
お
け
る
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
生
態
系
の
活
用
や
水

素
の
製
造
な
ど
を
視
野
に
、
関

係
者
の
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
、

必
要
な
整
備
の
方
向
性
を
検
討

し
ま
す
。

　
ま
た
、
宗
谷
港
の
整
備
に
関

し
て
は
、
水
産
物
の
衛
生
管
理

強
化
の
観
点
か
ら
、
早
期
の
屋

根
付
岸
壁
整
備
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
国
に
働
き
か
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
立
地
適
正
化
計
画

　
中
央
地
区
に
お
い
て
は
、
令

和
６
年
度
に
本
体
工
事
が
本
格

化
す
る
市
役
所
新
庁
舎
の
整
備

と
合
わ
せ
、
立
地
適
正
化
計
画

に
適
合
し
た
都
市
軸
の
形
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
南
地
区
や
北
地
区
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
民
間
の

方
々
の
意
見
を
充
分
に
尊
重
し
、

こ
れ
ら
も
立
地
適
正
化
計
画
と

の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
同

様
に
進
め
ま
す
。

◆
地
域
防
災
力
の
強
化

　
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
を
教
訓
と
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
認
識
を
共
有
し
な
が

ら
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の

拡
充
や
地
域
ご
と
の
避
難
計
画

の
策
定
を
進
め
、
市
全
体
の
防

災
力
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

◆
上
下
水
道

　
災
害
に
強
く
、
安
全
安
心
な

上
水
道
施
設
の
整
備
を
計
画
的

に
進
め
る
た
め
、
引
き
続
き
、

萩
ヶ
丘
浄
水
場
の
耐
震
化
を
実

施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
過
去
の
大
雨
災
害
時
、

特
に
中
央
地
区
で
大
規
模
な
道

路
冠
水
が
発
生
し
た
こ
と
を
受

け
、
平
成
30
年
度
か
ら
進
め
て

い
る
雨
水
幹
線
整
備
を
継
続
す

る
ほ
か
、
大
黒
地
区
や
恵
比
須

地
区
に
お
い
て
も
、
排
水
調
査

に
着
手
し
ま
す
。

③�

地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
魅

力
あ
る
仕
事
づ
く
り

◆
水
産
業

　
取
り
巻
く
課
題
解
決
の
た
め
、

漁
業
者
が
行
う
ウ
ニ
や
ナ
マ
コ

の
資
源
育
成
に
対
す
る
支
援
を

継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
漁
業
者

自
ら
が
が
行
う
資
源
回
復
の
取

組
に
つ
い
て
、
水
産
技
術
や
資

格
の
取
得
に
対
す
る
支
援
や
、

老
朽
化
し
た
漁
港
施
設
な
ど
の

長
寿
命
化
に
継
続
的
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
漁
業
生
産
の
安
定

化
を
図
り
ま
す
。

◆
酪
農
業

　
市
内
農
家
か
ら
の
預
託
希
望

に
応
え
ら
れ
る
体
制
整
備
の
た

め
、「
樺
岡
第
２
地
区
道
営
公
共

牧
場
整
備
事
業
」が
進
め
ら
れ
、

令
和
６
年
度
は
草
地
の
整
備
が

本
格
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
通
知
地
区
で
進
め
ら

れ
て
い
る「
国
営
総
合
農
地
防

災
事
業
」の
事
業
促
進
や
、「
畜

産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
」な
ど
、

農
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

各
事
業
の
予
算
確
保
に
つ
い
て
、

国
や
北
海
道
に
働
き
か
け
、
農

業
生
産
基
盤
の
整
備
を
通
じ
て
、

生
産
性
や
収
益
性
の
向
上
を
図

り
ま
す
。
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